
 
 

土砂災害警戒区域（イエローゾーン） 
土砂災害特別警戒区域（レッドーゾーン） 

の基礎調査結果の閲覧方法について 
 
 

島根県 出雲県土整備事務所 
出雲市役所、各支所 

及び 
出雲市内の各コミュニティセンター 

 
で、下記のとおり閲覧することが出来ます。 



 

 

 
  

 
島根県には、約 26,000 箇所もの土砂災害危険箇

所があります。これらの危険箇所については、対策工

の未整備の箇所が多く残っており、対策工事を進める

には膨大な費用と時間が必要になります。また、一方

では、土砂災害の危険がある場所でも新たな宅地開発

が進み、土砂災害危険箇所は増加する傾向にありま

す。 

 

土砂災害から住民の生命・身体を守るため、平成

13 年度から土砂災害防止法が施行されています。こ

の法律は、土砂災害の危険性のある土地の範囲を明ら

かにし、警戒避難体制の整備を進めるとともに、新規

住宅等の立地抑制等の対策を講じていくものです。対

策工事主体の防災対策が不充分な箇所についても、防

災上の効果を上げることが期待されています。 

 

 

 

 土砂災害防止法は、土砂災害から国民の生命を守ることを目的としています。 
 土砂災害防止法では、法律に基づいて土砂災害のおそれのある区域を明らかにし、周知します。 
 土砂災害防止法では、警戒避難体制の整備をすすめます。 
 土砂災害防止法では、住宅等の新規立地の抑制、既存住宅の移転促進等のソフト対策を推進します。 
 土砂災害防止法では、生命又は身体に危害が生ずるおそれがある区域を「土砂災害警戒区域」とし

ます。 
 また、建築物に損壊が生じ生命又は身体に著しい危害が生ずるおそれがある区域を「土砂災害特別

警戒区域」とします。 
 
 

 

 
 

 
 

『土砂災害防止法』とは 

『土砂災害防止法』での方策・規制 『土砂災害防止法』の目的 

1. ハード対策としての対策工事ではなく、警戒避難体制の整備等ソフト対策を推進す

るための法律であること 

2. 従来の災害の原因地に着目したものではなく、被害を受ける区域に着目したこと 

3. 開発許可制度や建築確認制度とも連携した、総合的な法律であること 

4. 行政の知らせる努力と住民の知る努力が相乗的に働くことを期待した法律である

こと 

「土砂災害防止法」で実施する事項 

平成 9年 7月 12 日  

平田市奥宇賀町 布勢川 
 

普段は川幅 2～3m ののどかな小川にし

か見えない布勢川で、大規模な土石流が

発生した。 

『土砂災害防止法』の意義 

 
土土土砂砂砂災災災害害害警警警戒戒戒区区区域域域   

土土土砂砂砂災災災害害害特特特別別別警警警戒戒戒区区区域域域   

災害時要援護者施設 



  
 

基礎調査位置図の説明 

急 傾 斜 地 の 崩 壊 

土 石 流 

黄色は土砂災害警戒区域を示し

ています。 

黒の囲みは調査のまとまりを示して

います。 

例えば ０９０１５ の調査箇所では

黒で囲まれる３つの斜面を１つの箇

所として調査しています。 

基礎調査位置図 基礎調査区域図 

基礎調査位置図 

赤色は土砂災害特別警戒区域を

示しています。 

赤色は土砂災害特別警戒区域を

示しています。 

黄色は土砂災害警戒区域を示し

ています。 

緑の囲みは土石流が発生するお

それのある流域（降水の降り集

まる範囲）を示しています。 

基礎調査区域図 

09015 

09016 



 

132203A661109011 

東組A 

出雲市 西林木町 

急傾斜 基礎調査番号と同じ箇所を

さがしてください。 

急傾斜 

132203A660409010 

鍛冶屋谷川① 

出雲市 東林木町 

区域確認の仕方 

①大判基礎調査位置図上で位置を確認する ②調べたい場所の基礎調査番号を大判基礎調査位置図上で確認する 

基礎調査番号と同じ箇

所をさがしてください。 

急傾斜地の崩壊 土石流 

「急傾斜地の崩壊」は、

番号を黒色で表示してい

ます。 
例：「09011」の場合 

土石流は、番号を緑色で

表示しています。 
例：「09010」の場合 

③基礎調査番号を基に区域図をさがす 



 

区域図の見方（急傾斜地の崩壊） 

区域の設定イメージ 

「土砂災害特別警戒区域」 → 赤色で示された区域 
急傾斜地の崩壊が発生した場合に、建築物に損壊が生じ、住民等の生命又

は財産に著しい危害が生ずるおそれがあると認められる区域。土砂の「移

動による力」、「堆積による力」の大きさが特に大きな区域は斜線等で示さ

れています。 

「土砂災害警戒区域」 → 黄色で示された区域 
急傾斜地の崩壊が発生した場合に、住民等の生命又は身体に危害

が生ずるおそれのあると認められる区域。土砂災害特別警戒区域

も土砂災害警戒区域に含まれます。 

急傾斜の斜面上方から、斜面が崩

壊したときの下方の予想到達範囲

までが設定されます。 



・土石等の力の大きさ一覧表は、土砂災害特別警戒区域の中における、土石等の移動や堆積の力の大きさ、堆積の高さを表しています。 
・土砂災害特別警戒区域の区域の中に家を建てる場合に必要な建築構造の指標となります。 

表の見方（急傾斜地の崩壊 土石等の力の大きさ一覧表） 

●土石等の力は「移動」と「堆積」の力より構成されます 
 
 
 
 「移動」による

力のイメージ 

「堆積」による

力のイメージ 

●「斜面下端より下方」と「急傾斜地内」は以下の区

域のことをいいます 

 

A：斜面下端より下方 

B：急傾斜地内 
 
 
 
 

 

30°以上の斜面 A 
B 

 



 
   

区域図の見方（土石流） 

「土砂災害特別警戒区域」 → 赤色で示された区域 
土石流が発生した場合に、建築物に損壊が生じ、住民等の生命又は財産に

著しい危害が生ずるおそれがあると認められる区域。土石等の力の大きさ

が特に大きな区域は斜線等で示されています。 

「土砂災害警戒区域」 → 黄色で示された区域 
土石流が発生した場合に、住民等の生命又は身体に危害が

生ずるおそれのあると認められる区域。土砂災害特別警戒

区域も土砂災害警戒区域に含まれます。 

区域設定のイメージ 

土石流発生のおそれある渓流の谷

出口付近から、被害が想定される

範囲まで区域が設定されます。 

土石等の力の大きさは、土砂災害

特別警戒区域の中に家を建てる場

合に必要な建築構造の指標となり

ます。 


